






要約:千葉県でクレチン症マス・スクリーニングが行われ,初回採血後直ちに精密検査(即

精検,干葉県では直接精査という)となった症例のうち,今回 15 例について濾紙採血より精

検病院受診までの結果伝達経過について検討した.採血日齢は平均 4.5,濾紙の干葉県予防

衛生協会到着日齢は平均 8.3,結果判明日齢は平均 10.8,採血機関への連絡日は全例結果判

明日齢と同一,患者家族が採血機関より連絡を受けた日齢は平均 12.9,精検初診日齢は平

均 15.6 (10 から 27)であった.個々の症例で検討すると結果伝達の各段階に改善すべき点

の存在することが判明した.今回は干葉県のシステムについて検討したが,各施設もこのよ

うに改善点の検討を行い,初診日齢がより早期になるようにすべきであると考えられた.


